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徳
之
島
町
立
図
書
館
主
催
の
「
ク
リ
ス

マ
ス
フ
ェ
ス
タ
」
が
12
月
８
日
、
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
朗
読
や
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
マ
ジ
ッ
ク

な
ど
の
出
し
物
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
と
保
護
者
ら
約
２
０
０
人
が
一
足
早

い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
朗
読
サ
ー
ク
ル
い
き
ゅ
ん
Ｄ
Ｏ
」
の
メ

ン
バ
ー
７
名
が
ス
ク
リ
ー
ン
を
利
用
し
絵

本
を
朗
読
し
ま
し
た
。
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の

伴
奏
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
と
共
に
朗
読

さ
れ
る
話
し
で
、
会
場
は
幻
想
的
な
温
か

い
物
語
の
世
界
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

町
内
で
12
月
１
日
、「
奄
美
群
島
日
本
復

帰
60
周
年
記
念
パ
レ
ー
ド
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
亀
津
四
区
自
治
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
徳
之
島
高
校
生
な
ど
約
２
５
０
名

が
役
場
か
ら
高
千
穂
神
社
ま
で
国
旗
や
復

帰
60
周
年
の
旗
を
掲
げ
行
進
し
ま
し
た
。

徳
之
島
か
ら
復
帰
運
動
の
の
ろ
し
を
上

げ
た
先
人
た
ち
の
心
を
後
世
に
引
き
継

ぎ
、
60
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
こ
と

を
祝
う
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
島
の
発

展
を
祈
願
し
ま
し
た
。

式
典
後
の
交
流
会
で
は
、
中
学
生
当
時

の
映
像
が
上
映
さ
れ
、
時
折
笑
い
に
包
ま

れ
な
が
ら
懐
か
し
そ
う
に
鑑
賞
し
ま
し

た
。
交
流
会
後
も
、
晴
れ
着
姿
で
の
写
真

撮
影
や
話
題
の
尽
き
な
い
話
に
花
を
咲
か

せ
、
久
々
に
集
ま
っ
た
仲
間
と
の
時
間
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
成
人
式
が
１
月
５
日
、
徳
之

島
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

新
成
人
１
１
５
名
が
参
加
し
、
関
係
者
や

家
族
ら
が
晴
れ
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
樟
南
第
二
高
等
学
校
の
池
田

建
さ
ん
が
「
未
来
の
幸
せ
の
為
に
ど
ん
な

困
難
も
乗
り
越
え
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝

い
の
言
葉
を
贈
り
、
新
成
人
代
表
の
村
上

諒
磨
さ
ん
が
「
友
人
の
笑
顔
や
家
族
の
愛

情
を
心
の
支
え
に
、
精
進
し
て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
込
め
て
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。高岡秀規町長からの祝辞に耳を傾ける新成人

役 場 前 か ら 高 千 穂 神 社 ま で 続 く 行 進

晴れ着姿の新成人

懐
か
し
い
思
い
出
を
胸
に

新
た
な
一
歩

～
平
成
26
年
成
人
式
～

行進で引き継ぐ、復帰への思い

ハンドベルの演奏に合わせた絵本の朗読

家族で過ごす温かなクリスマス

お礼を述べる村上諒磨さん
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「
徳
之
島
町
救
急
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

場
外
離
着
陸
場
」
の
竣
工
式
が
12
月
５
日
、

神
之
嶺
地
区
の
同
施
設
内
で
開
か
れ
ま
し

た
。
関
係
者
70
名
が
出
席
し
、
施
設
の
完

成
を
祝
い
救
急
ヘ
リ
の
安
全
運
航
を
祈
願

し
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
平
成
19
年
３
月
30
日
、
急

患
搬
送
の
要
請
を
受
け
た
陸
上
自
衛
隊
の

ヘ
リ
が
、
天
城
岳
連
山
の
山
頂
付
近
に
激

突
し
隊
員
４
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
事
故
を

教
訓
に
、
住
民
有
志
の
団
体
「
き
ば
ら
ん

と
ぅ
会
」
が
、
住
民
３
７
２
５
名
分
の
署

名
を
集
め
町
に
施
設
整
備
を
要
望
。
町
議

会
の
採
択
を
経
て
、
町
が
建
設
工
事
を
進

め
ま
し
た
。

天
城
町
浅
間
の
徳
之
島
空
港
で
12
月
10

日
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
就
航
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
（
同
空
港
利
用
促
進
協
議
会
主

催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
徳
之
島
高
校
の

２
年
生
ら
約
１
３
０
人
が
、
新
た
に
整
備

さ
れ
た
パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ス
テ
ッ
プ
で
機

内
に
搭
乗
し
、
台
湾
へ
の
修
学
旅
行
へ
出

発
し
ま
し
た
。

徳
之
島
３
町
で
作
る
空
港
利
用
促
進
協

議
会
で
は
、
今
年
度
、
県
の
地
域
振
興
推

進
事
業
を
導
入
し
、
３
種
類
の
地
上
支
援

機
材
を
配
備
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
徳
之
島
町
消
防
団
出
初
式
が

１
月
６
日
、
亀
津
児
童
公
園
と
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
か
れ
、
今
年
一
年

が
火
災
の
な
い
安
全
な
年
に
な
る
よ
う
、

団
員
一
同
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

手
々
か
ら
亀
津
ま
で
消
防
車
５
台
に
よ

る
火
災
予
防
祈
願
パ
レ
ー
ド
に
続
き
、
亀

津
小
学
校
吹
奏
楽
部
を
先
頭
に
消
防
団

員
、
母
間
小
学
校
少
年
少
女
防
火
ク
ラ
ブ
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
計
２
０
０
名
が
亀
津

市
街
地
を
行
進
し
、
防
火
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

町
内
の
山
か
ら
手
々
地
区
で
12
月
15

日
、「
第
５
回
健
康
の
ま
ち
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

団
体
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
愛
好
家
、
家
族
連
れ

な
ど
78
名
が
、
山
公
民
館
か
ら
３
、５
、

10
、
21
㎞
の
各
コ
ー
ス
を
走
り
、
初
冬
の

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
冬
の
寒
さ
に
負
け
な

い
力
強
い
走
り
を
見
せ
、
共
に
出
場
し
た

家
族
や
仲
間
と
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

楽
し
く
走
ろ
う
！

健
康
の
ま
ち
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

防
火
に
決
意
新
た

町消防団員による行進

チ
ャ
ー
タ
ー
便
就
航

＝
地
上
支
援
機
材
整
備
＝

テ ー プ カ ッ ト で 竣 工 を 祝 う 関 係 者 代 表

救命率の向上を
＝町救急用ヘリコプター場外離着陸場竣工式＝

チャーター便に乗り込む徳之島高校の修学旅行生

10km コースに挑戦するサッカーチームの子どもたち
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徳
之
島
３
町
空
手
道
大
会
が
12
月
１
日
、

天
城
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で

開
催
さ
れ
、
１
１
６
名
の
子
ど
も
た
ち
が

技
を
競
い
ま
し
た
。
学
年
別
個
人
戦
の
計

15
部
門
の
う
ち
、
形
13
部
門
、
組
手
11
部

門
を
亀
津
勢
が
制
し
、
圧
倒
的
な
強
さ
を

見
せ
ま
し
た
。

【
個
人
形
】

◇
幼
児
男
子

①
米
良
幸
之
助
②
作
田
和
洸

◇
幼
児
女
子

①
太
捺
貴
②
清
瀬
羽
華
③
清
瀬
結
羽

◇
小
学
一
年
生
男
子

①
樺
山
勝
己
②
清
瀬
徳
仁
③
中
至
道

◇
小
学
一
年
生
女
子

①
幸
山
琴
音
②
向
井
苺
子
③
清
島
凜
海

◇
小
学
２
年
生
女
子

①
中
江
姫
乃
②
稲
村
凜
華

◇
小
学
３
年
生
男
子

①
丸
野
温
人
②
栄
喜
世
覇
③
吉
田
琳

◇
小
学
３
年
生
女
子

①
福
田
円
香
③
清
原
槙

◇
小
学
４
年
生
男
子

①
米
良
爽
太
郎
②
牧
山
浩
史
郎
③
吉
田
蓮

◇
小
学
４
年
生
女
子

②
上
木
梨
乃
③
河
野
天
音

◇
小
学
５
年
生
男
子

①
幸
山
響
②
米
山
航
生
③
福
田
友
太
郎

◇
小
学
５
年
生
女
子

①
春
山
華
南
②
高
城
杏
華
③
松
田
ひ
な
の

◇
小
学
６
年
生
男
子

①
松
田
和
眞

◇
小
学
６
年
生
女
子

徳
之
島
町
徳
和
瀬
の
神
嶺
ダ
ム
（
総
貯

水
量
80
万
８
千
ト
ン
）
周
辺
で
12
月
６
日
、

水
資
源
の
最
適
利
用
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
元

住
民
と
国
や
県
、
町
の
関
係
機
関
か
ら
約

80
名
が
参
加
し
、
水
利
用
環
境
を
整
備
し

ま
し
た
。

参
加
者
は
、
ダ
ム
周
辺
に
生
い
茂
っ
た

雑
木
や
雑
草
を
刈
り
取
り
、
草
陰
な
ど
に

捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
収
集
。
軽
ト
ラ
ッ
ク

１
台
分
の
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回

収
し
ま
し
た
。

町
役
場
町
長
室
で
12
月
12
日
、
社
会
福

祉
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
伝
達
式

が
行
わ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
の
表
彰
状
と

記
念
品
が
高
岡
秀
規
町
長
か
ら
町
田
喜
男

さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

徳
之
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
発
足
か

ら
理
事
を
勤
め
、
30
年
間
に
わ
た
り
町
の

福
祉
向
上
に
携
わ
っ
て
き
た
町
さ
ん
は

「
時
代
の
変
化
に
伴
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

多
様
化
に
合
わ
せ
、
利
用
す
る
人
の
ニ
ー

ズ
に
更
に
答
え
て
い
き
た
い
」
と
喜
び
を

胸
に
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
福
祉
の
充
実
を
！

社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

水
資
源
利
用
に
協
力
を

＝
神
嶺
ダ
ム
周
辺
を
清
掃
＝

雑 草 や 雑 木 を 刈 り 取 る 参 加 者

表 彰 状 を 受 け 取 る 町 田 喜 男 さ ん

①
向
井
由
貴
②
春
山
聖
③
幸
山
千
尋

◇
中
学
生
男
子

①
樺
山
輝
②
市
来
琢
磨
③
山
本
大
翔

◇
中
学
生
女
子

①
嶺
山
歩
美
③
瀬
田
紀
果

【
個
人
組
手
】

◇
幼
児
男
子

①
作
田
和
洸
②
米
良
幸
之
助

◇
幼
児
女
子

②
清
瀬
結
羽
③
清
瀬
羽
香

◇
小
学
１
年
生
男
子

①
東
田
誠
也
②
中
至
道
③
米
山
悠
太

◇
小
学
１
年
生
女
子

①
幸
山
琴
音

◇
小
学
２
年
生
女
子

①
稲
村
凜
華
②
中
江
姫
乃

◇
小
学
３
年
生
男
子

①
前
倫
太
朗
②
栄
喜
世
覇
③
豊
田
崇
人

◇
小
学
３
年
生
女
子

①
福
田
円
香
②
清
原
槙

◇
小
学
４
年
生
男
子

①
栄
喜
那
維
哉
③
吉
田
蓮

◇
小
学
４
年
生
女
子

②
上
木
梨
乃
③
河
野
天
音

◇
小
学
５
年
生
男
子

①
米
山
航
生
②
幸
山
響
③
福
田
友
太
郎

◇
小
学
５
年
生
女
子

①
春
山
華
南
②
宮
上
愛
花
③
高
城
杏
華

◇
小
学
６
年
生
男
子

③
松
田
和
眞

◇
小
学
６
年
生
女
子

①
春
山
聖
②
中
江
優
由
③
幸
山
千
尋

◇
中
学
生
男
子

①
樺
山
輝

◇
中
学
生
女
子

①
平
山
こ
こ
ろ
②
瀬
田
紀
果

亀
津
勢
（
敬
空
館
）、
三
町
空
手
道
大
会
で
活
躍
!!
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試験に挑む！
～学力向上対策試験・

鹿児島学習定着度調査～

１月 11 日 ( 土 ) に中学生対象の学力向上
対策試験を実施しました。全県下で実施さ
れるこの試験は、中学校区の枠を越えて、県
内中学生の中でそれぞれの学力を確かめるこ
とができます。徳之島町では、１年生が 16
名、２年生が 12 名、３年生が 34 名の計 62
名が町生涯学習センターで受験しました。昼
食を挟んで５時間の試験でした。学校の定期
テストよりレベルの高い問題でしたが、子ど
もたちは最後まで集中して取り組んでいまし
た。挑戦した子どもたちの意欲、それを支えた保護者の方々に敬意を表します。２月 22 日（土）には小
学生の学力向上対策試験を実施する予定です。

また、１月 15、16 日に小学校５年生、中学校１、２年生を対象とした鹿児島県教育委員会が行う鹿児
島学習定着度調査が本町小学校、中学校でも行われました。これは，県全体における学習の定着度の分析
結果をまとめ、今後の個に応じたきめ細かな指導方法の改善・充実に資することを目的として行われてい
るものです。

学力向上は一朝一夕にできるものではありません。日常の授業の充実、家庭学習の確保等を図りながら、
地道に積み上げていくものです。学力向上対策試験や鹿児島学習定着度調査を通して、自分の学力を客観
的に理解し、今後の学力向上に役立ててほしいです。学力は人生を生き抜くためのマスターキーです。

教 育 委 員 会 だ よ り

本校は、小学生 7 名、中学生 6 名（特認校生 2 名含む）計 13 名の小中併設校です。小規模校の特色を活かし、
子どもたちに細やかに目を配り、一人一人が主役として活躍する場を大切にしています。また、地域住民
も学校行事に積極的に参加し盛り上げることで、地域全体で子どもたちの成長を見守っています。その中
でも、特色ある教育活動を紹介します。

≪学習発表会≫
手々の海岸では海ガメ上陸が見られ、産卵やふ化などの観察

を行うことができました。小学生たちはこの観察を基にカメに
ついて劇にまとめました。また、中学生は奄美群島日本復帰 60
周年にあたり、「復帰」にまつわる出来事をまとめた劇に挑戦し
ました。今年の発表会は 11 月 3 日に行われ、日頃の学習が活
かされた学習発表会を行うことができました。

≪しめ縄つくり・餅つき≫
地域行事で 12 月 15 日に、正月にむけたしめ縄つくりと餅つ

きを行いました。手々集落では毎年、春の田植え祭りで稲を植え、
豊年祭で刈り取り、正月前に収穫したもち米で餅をつくり、残っ
たわらでしめ縄をつくります。

子どもたちは、地域の人に教わりながら、餅をついたり、し
め縄の仕上げを手伝ったりしました。伝統行事にふれ、地元の
人々とのつながりを深めました。

明るく　かしこく　たくましく
徳之島町立手々小・中学校

地域の人から「しめ縄つくり」を教わる中学生

小学生によるカメについての劇

学力向上試験にとりくむ中学生生徒
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年
金
相
談
所
を
次
の
日
程
で

開
設
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

１
．
開
設
日
時
・
会
場

①
日
時　

平
成
26
年
３
月
18

日
（
火
）
13
時
か
ら
17
時
ま
で

会
場　

亀
津
南
区
会
館

②
日
時　

平
成
26
年
３
月
19

日
（
水
）
９
時
30
分
か
ら
14
時

ま
で

会
場　

徳
之
島
町
役
場
花
徳

支
所
会
議
室

２
．
相
談
内
容

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船

員
保
険
等
の
年
金
制
度
全
般
に

関
す
る
こ
と

※
事
前
に
予
約
が
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
】

徳
之
島
町
役
場　

住
民
生
活
課
年
金
係

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
）

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
、
特
設

人
権
相
談
所
を
平
成
26
年
２
月

７
日
（
金
曜
日
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
東
区
公
民
館

に
て
開
設
い
た
し
ま
す
。

家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
隣
近
所

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差

別
な
ど
の
悩
み
や
心
配
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

徳
之
島
町
役
場　

住
民
生
活
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル

募
集
中
で
す
！

町
広
報
紙
で
は
、
徳
之
島
町

在
住
で
３
歳
以
下
の
お
子
様

に
つ
い
て
、「
写
真
」「
子
ど

も
へ
の
コ
メ
ン
ト
」
な
ど
を

掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
『
我
が

家
の
ア
イ
ド
ル
』
を
設
け
て

い
ま
す
。

わ
が
家
自
慢
の
子
ど
も
の
成

長
を
記
念
し
て
、
広
報
紙
に

掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご

希
望
の
方
は
、
掲
載
す
る
写

真
と
、
お
子
様
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
住
所
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
両
親
の
氏
名
・

お
子
様
へ
の
コ
メ
ン
ト
【
五
十

字
程
度
】）
を
添
え
て
、
役
場

企
画
課
ま
で
送
付
す
る
か
直

接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
メ
ー

ル
で
の
送
付
も
可
能
で
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先
】

〒
８
９
１
―
７
１
９
２

徳
之
島
町
亀
津
７
２
０
３

徳
之
島
町
役
場
企
画
課

☎
８
２
―
１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
８
２
―
１
１
０
１

E
-

m
a

il:k
ik

a
k

u
2

@
tokunoshim

a-tow
n.org

特
設
人
権
相
談
所
開
設

の
ご
案
内

年
金
相
談
所
の
開
設

下
水
道
整
備
区
域
に
つ
い
て
！

認
可
変
更
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
で
す
！

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
本
町
下
水
道
事
業
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
よ

り
実
施
し
て
い
る
下
水
道
事
業
で
す
が
「
亀
津
中
学
校
改
築
工
事
」
に

伴
い
中
学
校
周
辺
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
含
む
約
７
ha
の
追

加
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。（
平
成
25
～
27
年
度
予
定
）

下
水
道
は
本
町
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
亀
津
地
区
の
都
市
機
能
向
上

と
、
衛
生
的
で
快
適
な
居
住
環
境
を
つ
く
り
だ
す
た
め
の
施
設
で
す
。

工
事
期
間
は
交
通
規
制
及
び
騒
音
等
、
住
民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【お問い合わせ先】
徳之島町役場　建設課　下水道係　
☎８２－１１１１（内線２５３）
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◇
日
時
：
平
成
26
年
２
月
３
日

（
月
）
～
平
成
26
年
２
月
27
日

（
木
）
土
日
祝
日
は
除
き
ま
す
。

午
前
10
時
か
ら
午
後
12
時
、

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

◇
場
所
：
各
税
理
士
事
務
所

事
前
に
必
ず
電
話
等
で
相
談
日

時
の
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
内
容
：
所
得
税
及
び
個

人
の
消
費
税
に
関
す
る
相
談

◇
対
象
者　

※
小
規
模
事
業

者
（
事
業
を
さ
れ
て
い
る
方

で
平
成
24
年
分
所
得
金
額
が

３
０
０
万
円
以
下
で
、
税
理

士
の
関
与
の
無
い
方
）

※
給
与
所
得
者
、
年
金
所
得
者

※
但
し
、
譲
渡
所
得
、
贈
与
な

ど
が
あ
る
方
、
そ
の
他
複
雑

な
事
案
の
方
は
除
き
ま
す
。

○
税
務
相
談
に
つ
い
て
は
無
料

で
す
。
申
告
書
作
成
等
の
場
合

は
有
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
電

話
予
約
の
際
に
税
理
士
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

財
団
法
人
奄
美
奨
学
会
で
は
、

奄
美
出
身
者
の
子
弟
で
、
大
学

等
に
在
学
し
、
成
績
優
秀
、
心

身
健
全
で
あ
り
な
が
ら
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な

者
に
、
修
学
に
必
要
な
資
金
を

貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

１
．
貸
与
金
及
び
期
間

○
高
専
、
短
大
、
大
学
生
…

３
万
円
―
正
規
の
就
学
期
間

○
大
学
院
生
…
３
万
５
千
円

―
正
規
の
就
学
期
間

（
学
校
…
金
額
（
月
額
）
―
期

間
）

２
．
貸
与
金
の
返
還
義
務

卒
業
後
６
か
月
を
経
過
し
た

後
、
10
年
以
内
の
期
間
に
、

毎
月
均
等
額
以
上
を
返
還
（
無

利
息
）

３
．
必
要
書
類

①
貸
費
生
願
書
…
自
筆
の
も
の

で
、
家
族
の
所
得
な
ど
が
分
か

る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と

②
写
真
１
枚
…
撮
影
後
３
か
月

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
!!

税
理
士
の
資
格
が
な
い
人
が

税
務
代
理
や
税
務
書
類
の
作
成

や
税
務
相
談
を
す
る
こ
と
（
に

せ
税
理
士
行
為
）
は
税
理
士
法

で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
に
せ
税
理
士
は
法
律
に

反
す
る
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た

自
身
が
大
き
な
被
害
を
受
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
十
分
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
相
談
先
】

松
永
光
子　

税
理
士
（
亀
津

７
２
４
３
）
☎
83
―
１
５
１
５

富
山
三
紀
子　

税
理
士
（
亀
津

７
３
９
８
）
☎
83
―
０
６
１
７

◆
南
の
島
で
国
際
交
流
／
野
外

活
動
体
験
（
日
本
全
国
の
小
学

生
）公

益
財
団
法
人
国
際
青
少
年

研
修
協
会
（
内
閣
府
公
益
認
定
等

委
員
会
認
定
）
で
は
、「
第
38
回

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」

の
参
加
者
を
全
国
よ
り
募
集
し

て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
参
加
す

る
仲
間
と
の
共
同
生
活
や
様
々

な
野
外
活
動
を
通
し
て
友
達
作

り
の
楽
し
さ
を
知
り
、
お
互
い

に
協
力
し
助
け
合
い
、
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を
養
い

ま
す
。
ま
た
在
日
外
国
人
小
学

生
と
活
動
・
生
活
を
共
に
す
る

こ
と
で
言
語
や
習
慣
を
越
え
て

友
情
を
深
め
、
国
際
感
覚
を
身

に
付
け
る
第
一
歩
と
し
ま
す
。

対
象
：
小
学
２
～
６
年
生

場
所
：
大
島
郡
与
論
島

期
間
：
平
成
26
年
３
月
26
日
（
水
）

～
４
月
１
日
（
火
） 

６
泊
７
日

定
員
：
日
本
人
２
０
０
名
、
外

国
人
１
０
０
名

参
加
費
：
亀
徳
港
発
６
８
，

０
０
０
円
（
他
港
出
発
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
参
照
）

締
切
り
：
平
成
26
年
３
月
５
日
（
水
）

【
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
１
４
１
―
０
０
３
１

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７
―

15
―
４
第
三
花
田
ビ
ル
４
階
）

☎
０
３
―
６
４
１
７
―
９
７
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
６
４
１
７
―
９
７
２
４

以
内
の
も
の
で
、
縦
４
ｃ
ｍ
、

横
３
ｃ
ｍ
以
内
の
も
の
を
貸

費
生
願
書
生
年
月
日
欄
の
右

側
に
貼
り
付
け

③
奨
学
生
推
薦
調
書
…
卒
業
し
た

学
校
の
学
校
長
が
作
成
し
た
も
の

④
成
績
証
明
書
…
卒
業
し
た
学
校

の
学
校
長
が
作
成
し
た
も
の

⑤
戸
籍
謄
本
／
住
民
票
…
発
行

３
か
月
以
内
の
も
の
を
各

一
通
ず
つ

４
．
選
考
方
法　

申
込
願
書
を
４
月

末
日
で
締
切
り
。書
類
選
考
の
上
、

５
月
中
に
決
定
し
ま
す
。

５
．
人
数　

若
干
名

６
．
推
薦
に
必
要
な
書
類
交
付　

財

団
法
人
奄
美
奨
学
会
事
務
局
で
交

付
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
１
０
１
―
０
０
４
１

東
京
都
千
代
田
区
神
田
須
田
町
２
丁

目
２
３
番
地　

Ｓ
Ｓ
ビ
ル
２
階

財
団
法
人
奄
美
奨
学
会
（
事
務

局　

宗
村
法
律
事
務
所
内
）

☎
０
３
―
５
２
９
８
―

８
２
８
１

財
団
法
人
奄
美
奨
学

会
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
相
談
会（
税

務
支
援)

の
お
知
ら
せ

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

参
加
者
募
集
!!
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≪回収しているもの≫
書き損じはがき、未使用郵便はがき（未投函のはがきに限る）
未使用切手（消印つきは不可）
未使用テレホンカード（穴が空いた物は不可）
※はがきの個人情報に関しては厳重に管理します。気にな
る場合は、黒マジックなどで消して頂きますようお願いし
ます。
≪回収期間≫
3 月末まで※回収期間を過ぎても受付しております。

【お問い合わせ、支援品送付先】
㈶カンボジア地雷撤去キャンペーン（CMC）事務局
〒 814-0002
福岡市早良区西新 1 丁目 7-10-702
☎ 092-833-7575
FAX：092-833-7677
Mail：cmc5963@gmail.com

物
件
：
県
営
徳
之
島
団
地
・
県

営
ベ
ル
メ
ー
ル
徳
之
島
団
地

申
込
書
の
配
布
・
受
付
：
平
成

26
年
２
月
３
日
（
月
）
～
２

月
24
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
※
土
日
祝
日
を
除
く

抽
選
日
：
平
成
26
年
３
月
６
日

（
木
）
午
前
10
時
か
ら

大
島
支
庁
徳
之
島
事
務
所
大

会
議
室

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
島
支
庁
徳
之
島
事
務
所　

総
務
課

☎
82
―
１
３
３
３

平
成
25
年
度
鹿
児
島
県
営
住
宅

空
家
待
ち
順
位
登
録
募
集
案
内

放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た

い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で

い
ま
す
。

＊
出
願
期
間
は
２
月
28
日
ま
で
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
―
２
３
９
―
３
８
１
１

放
送
大
学
４
月
生
募
集

ＮＨＫ学園　生徒募集！
ＮＨＫ学園では、通信制の高等学校普
通科、および生涯学習通信講座の生徒・
受講生を募集しています。

【募集内容】
平成 26 年度高等学校普通科（3 年制）
生徒、および生涯学習通信講座受講者

【出願期間】
◆高等学校普通科　推薦入学

2014 年 1 月 15 日～ 1 月 24 日
◆高等学校普通科　一般入学

2014 年 1 月 25 日～ 4 月 30 日
◆生涯学習通信講座

通年申込受付
【お問い合わせ先】
〒 186―8001
東京都国立市富士見台 2―36―2
☎ 042―572―3151
Fax：042―574―1006
ホームページ：http://www.n-gaku.jp

必ずチェック最低賃金！
鹿児島県の最低賃金が以下のとおり改正されました。

地域別最低賃金 最低賃金（時間額） 効力発生日
鹿児島県最低賃金 665 円 平成 25 年 10 月 27 日

特定（産業別）最
低賃金 最低賃金（時間額） 効力発生日

自動車（新車）小
売業 735 円 平成 25 年 12 月 27 日

電子部品・デバイ
ス・電子回路、電
気機械器具、情報
通信機械器具製造
業

710 円 平成 25 年 12 月 28 日

百貨店、総合スー
パー 685 円 平成 25 年 12 月 28 日

＊鹿児島県最低賃金は県下のすべての労働者に適
用されます。ただし、特定 ( 産業別 ) 最低賃金
の産業に該当する場合は、当該最低賃金も適用
されます。

＊最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどす
べての労働者に適用され、使用者は労働者に対
して最低賃金額以上の賃金を支払わなければな
りません。

＊最低賃金には、次の賃金は算入されません。
（１）臨時に支払われる賃金（結婚手当など）
（２）一月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞

与など）
（３）時間外・休日・深夜労働に対する割増賃金
（４）精皆勤手当、通勤手当、家族手当

【最低賃金に関するお問い合わせ先】
鹿児島労働局賃金室☎０９９－２２３－８２７８
名瀬労働基準監督署☎０９９７－５２－０５７４
最低賃金テレフォンサービス☎０９９－２２３－８８８１
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２月に行われる島外での観光・物産イベントのご紹介です。
２月９日（日）10：00 ～ 16：00
東京都・代々木公園野外ステージ周辺
関東徳州会（徳之島三町郷友会）の皆様により、
第２回 “ とくの島 ” 観光・物産フェア in 東京

～南の島の “ 春一番 ” を届けたい～が開催されます。
美農里館の商品など徳之島の特産品や、日本一出荷が早い

馬鈴薯 “ 春一番 ” が販売されます。徳之島出身者による野外
ライブも行われる予定です。

※見学会終了のお知らせ
毎月２回行っておりました定期的な見学会を平成２６年３月をもって終了いたします。これまで

たくさんの皆様に美農里館の見学会にお越し頂きありがとうございました。
今月の美農里館見学会は 2 月 16 日 ( 日 ) と 2 月 27 日 ( 木 ) の 13：30 ～ 16：00 です。
※なお、１０名様以上の団体での見学につきましては事前に下記までご連絡をお願いいたします。

【お問い合わせ先】
徳之島町役場　地域営業課（ヘルシーブランド事業推進協議会）
大島郡徳之島町徳和瀬 615-1　☎ 83―4111　FAX 83―1114
Ｅメールアドレス：chiikiei@tokunoshima-town.org
徳之島町地域営業課の facebook ページへの

『いいね！』よろしくお願いいたします。
http://www.facebook.com/chiikiei.tokunoshima

徳之島町選挙管理委員会からのお知らせ

美
農
里
館
だ
よ
り
２
月
号

平成 26 年 4 月 21 日任期満了を迎える徳之島町議会議員選挙の日程が次のように決まりました。

○立候補届出受付：平成 26年 3月 25日

午前 8時 30分～午後 5時まで

徳之島町役場第 4会議室

○投票日：平成 26年 3月 30日

午前 7時～午後 6時まで各投票所にて

○開票日：平成 26年 3月 30日

午後 8時～

徳之島町生涯学習センター

投票日、都合により投票できない方は期日前投票ができますのでご利用ください。

○期日前投票：平成 26年 3月 26日～ 3月 29日

午前 8時 30分～午後 8時まで

徳之島町役場選挙管理委員会

【お問い合わせ先】徳之島町選挙管理委員会　☎ 82― 1 1 1 1  （内線 161）
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